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教科 工業 科目 単位数 ２単位 年次 ３年次
使用教科書
副教材等

建築施工

　建築施工では、建築物の工事方法を知識として理解するだけでなく、なぜそのような方法が取られるよう
になったのかということまで掘り下げて考えることが、必要です。また、教科書的な施工方法と現実に建築
現場で行われている方法との違いがなぜ起きているのかを理解することも、必要です。それらの原則や知
識を理解することによって、将来、初級建築技術者として建設現場に立ったとき、困難な手順が伴う作業現
場においても、守るべき部分と柔軟に対処してよい部分の違いが理解できるようになるのです。

建築施工　（実教出版）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解

令和5年度　工業科

観
点
の
趣
旨

　建築現場における施
工技術や用いる建築
材料に対する基礎的・
基本的な知識を身に
付け、現在社会にお
ける建築物の持つ重
要性を理解する。

　建築施工における現
場での基本的な技術
を理解し、安全で効率
的な作業の実施を目
指した計画作りや現場
指揮が出来る技術を
身に付ける。

　建築施工における
種々の課題がどのよ
うに発生し、どのような
解決策があるのかを、
積み重ねた基本的な
知識をもとに、適切に
判断し解決策を創造
する能力を身に付け
る。

　建築施工における
種々の課題について
関心を持ち、その解決
法を理解しようとする
意欲を持って授業に
取り組む。

評
価
方
法

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

　建築施工という建築物の生産過程において重要なことは、建築物の質を保った上で、安全で効率的な作
業を行うことである。そのために建築現場で行う作業において、単に基本的な知識や手法、規格を理解す
るだけでなく、遵守すべきこと、注意すべきこと、柔軟に対処してよいこと、の違いを明確にして、実践に対
処できる創造的な能力を育てる。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点



※令和３年度以前入学生用

a b c d

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている
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○鉄骨工事
鋼
構
造

○
◎

○
◎

○
○

防水工事の種類
防水工事

防
水
工
事

○
○

◎
◎

◎
◎

○
○

Ｒ
Ｃ
構
造

○
◎

○
◎

○
○

木構造の種類
在来軸組工法

◎◎○枠組壁工法

木
構
造

ＲＣ構造の種類
コンクリート工事

鉄筋工事
型枠工事

○
◎

○
○

仮設工事の手法
仮設工事の用途

仮
設

ｂ：基礎工事の重要性を考察。
ｄ：基礎工事が本体工事に与
える影響を理解し、適切な選
択ができる。

○
◎

○
◎

○
○

基礎工事の種類
基礎工事の注意点

基
礎
工
事

ａ：建築工事の事前準備につ
いて積極的に関心を持つ。

ｂ：建築現場における事前準備
の必要性を考察できる。

ｄ：建築現場における事前準備
の重要性を理解できる。

a：学習状況の観察

a：観察記録表

b：ワークシートの記述

c：レポート等

d：考査

○
◎

○
◎

ａ：建築工事について、各種の
工法があることに積極的に関
心を持つ。

ｂ：どのような建築物にどのよう
な工法が適切であるかを選択
できるように、各工法の特徴を
理解できる。

ｄ：各工法における施工の手順
や注意すべき点、使用する資
材の特徴、法規定などを理解
できる。

○
◎

◎◎

　建築現場における
仕事の流れ

建
築
物
の

生
産
過
程

◎
◎

○
○

◎
◎

敷地調査の手法
地盤調査の手法

敷
地
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評価方法
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ｃ：施工計画の作成。
ｄ：建築物は各現場において一
品生産される工業製品である
こととその流れを理解できる。

◎○○○

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準


